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審判廷 

 

 

１．  審判廷は、審判官が審判手続（特許（商標登録）異議の申立て、判定に関す

る手続を含む。）のうち口頭審理及び証拠調べを行う場所をいう。  

 

２．  審判廷は、原則特許庁内で開くものとするが、審判長は、必要と認めるとき

は、特許庁外の適当な場所を審判廷に定めることができる。  

 

３．  審判廷では、期日における口頭審理及び証拠調べを行う。  

 

４．  審判廷は、三人又は五人の審判官及び審判書記官が列席して開かれる。  

審判廷における審判官などの定位置は、原則として別記審判廷構成図のとおり

である。 

 

５．  審判長は、開廷中審判の審理を指揮し、審判廷の秩序の維持に努める（特§

138②、実§41、意§52、商§56）。 

審判廷における写真の撮影、速記、録音、録画又は放送は、審判長の許可を得

なければすることができない（特施規§54、実施規§23⑫、意施規§19⑧、商施

規§22⑥）。 

審判長は、携帯電話等の電源を切ることを要請したり、大きな声で話をする

ことや大きな音を立てないように注意するなど、審判の審理進行や審判廷の秩

序を維持するために必要な措置をとることができる。なお、審判廷内での水分

の補給は認められている。 

 

６．  審判長は、口頭審理を公開しないで行う（特§145⑤ただし書、実§41、意

§52、商§56①）ときは、傍聴人を退廷させる前に、その旨を理由とともに言い

渡さなければならない。 

https://laws.e-gov.go.jp/law/334AC0000000121#Mp-Ch_6-At_138
https://laws.e-gov.go.jp/law/334AC0000000121#Mp-Ch_6-At_138
https://laws.e-gov.go.jp/law/334AC0000000123#Mp-Ch_5-At_41
https://laws.e-gov.go.jp/law/334AC0000000125#Mp-Ch_5-At_52
https://laws.e-gov.go.jp/law/334AC0000000127#Mp-Ch_5-At_56
https://laws.e-gov.go.jp/law/335M50000400010#Mp-Ch_9-Se_2-At_54
https://laws.e-gov.go.jp/law/335M50000400011#Mp-At_23
https://laws.e-gov.go.jp/law/335M50000400012#Mp-At_19
https://laws.e-gov.go.jp/law/335M50000400013#Mp-At_22
https://laws.e-gov.go.jp/law/335M50000400013#Mp-At_22
https://laws.e-gov.go.jp/law/334AC0000000121#Mp-Ch_6-At_145
https://laws.e-gov.go.jp/law/334AC0000000123#Mp-Ch_5-At_41
https://laws.e-gov.go.jp/law/334AC0000000125#Mp-Ch_5-At_52
https://laws.e-gov.go.jp/law/334AC0000000125#Mp-Ch_5-At_52
https://laws.e-gov.go.jp/law/334AC0000000127#Mp-Ch_5-At_56
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審判廷構成図（例） 
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注）（ ）内は、特許異議申立事件において証拠調べを行う場合、又は、商標登録異議申

立事件において口頭審理若しくは証拠調べを行う場合。 

廷吏の席には、審判廷の機器操作等のために特許庁職員が座ることがある。 

廷吏の職務を審判書記官が代わって行うこともある。 

（改訂 R5.12） 
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